
                            豪州のプラグとソケット新基準 

 

豪州のプラグとソケットの法定基準 AS/NZS 3112:2017+A1:2021、2022 年 6 月から強制実施。 

 

新旧基準の差分としては、Appendix J 部分の変化点です。 

Appendix J: Integral or detachable plug portions of equipment for insertion into socket-outlets. 

(一) 

Appendix J 部分の測定一般要求の変更要求以下： 

アタッチメントタイプ DC プラグの製品群、表 J1 テスト 2、3、5、10、11 の評価、下記二つの状況で行う。 

(a) 取り外し可能なプラグ部品を接続するための組立装置； 

(b) デバイスから分離した後の取り外し可能なプラグ部品。 

 

(二) 

J4.3 機械的強度 

J4.3.1 ローリングバレルテスト 

原文の最初の段落が削除され、次のように変更されました。 

ドラムテストは、プラグ部品および一体型または取り外し可能なプラグ部品を 

備えた機器の機械的強度を決定するために使用されます。 



 

取り外し可能なプラグパーツを備えたデバイスの場合、 

テスト中に取り外し可能なプラグパーツが外れることがあります。 

このような場合は、ピンを真っ直ぐにした状態で、 

取り外し可能なプラグ部分をデバイスと一緒に再組み立てする必要があります。 

 

この段落の最後に追加します。 

コンプライアンスは、セクション J4.3.3 の要求に従って検査を行います。 

 

J4.3.2 衝撃試験（新要求） 

プラグ部品および一体型プラグ部品または取り外し可能なプラグ部品を備えた機器は、 

横方向の衝撃力に耐えることができなければなりません。 

 

J4.3.1 のテストを受けるすべてのサンプルは、次のようにテストされるものとします。 

（a）サンプルは、6mm 以上の厚さの鋼板の中央に配置するものとする。 

   プラグピンが通過する鋼板の穴は、対応するソケット規格に準拠している必要があります。 

   すべてのピンをクリップで固定して、サンプルを鋼板に固定します。 

 

（b）AS / NZS 3100 のセクション 8.8.2 に記載されているばね衝撃試験装置を使用して、 

   1.0±0.05J の衝撃エネルギーで試験片に衝撃を与えます。 

 

 （c）試験片の密封された接合部に直接または間接的に応力を加える可能性が最も高い各点に 3 回の衝撃を加え、

セクション J4.3.3 の要件に従って適合性をチェックするものとします。 

 

J4.3.3特定のコンプライアンス基準（新要求） 

 

この段落は、J4.3.1 および J4.3.2 のテストに合格するための特定のコンプライアンス基準以下となります。 

プラグ部品が一体型の装置の場合、評価は一体型装置で実施するものとします。 

 

プラグ部品が取り外し可能な機器の場合、以下を評価する必要があります。 

（a）取り外し可能なプラグ部分はデバイスと組み立てられています。 

（b）デバイスから分離した後の取り外し可能なプラグの部分。 

 

各テストの後、サンプルは安全性に影響を与える損傷を示さず、充電部が露出してはならず、 

AS /NSZ3100 セクション 5.1 および 5.2.2 の要件に準拠している必要があります。 

各テストの後、危険な状況を回避するために、内部の導電性材料または導電性部品が剥がれたり緩んだりしては



なりません。 

注：露出した金属部品から充電部を分離したり、超低電圧部品から低電圧部品を分離したりする場合は、特別な

注意が必要です。 

J4.8.20.2A を超える機器入力電流用の取り外し可能な接触構造 

 

2 番目の段落を削除し、次のように置き換えます。 

再利用可能なプラグの追加要件：ピンを対象とした接続の場合、単一のスプリングアシストコンタクトを使用し

ない限り、 

直径方向に対向する 2 つの面でコンタクトをとる必要があります。接点は、接点材料の弾性に完全に依存するべ

きではなく、 

熱可塑性またはエラストマーの絶縁材料以外の表面を持つ必要があります。接点の位置と接点の特性は、 

端子ねじとは無関係でなければなりません。接触の有効性は、 

熱可塑性または弾性の成形品の応力の影響を受けないようにする必要があります。 

 

該当する製品カテゴリ： 

 

１）一般的な電源アダプタ－ 

 

２）アタッチメントタイプの ACアダプター： 

 

１）注意： 

上記、あくまでも弊社側の見解内容となり、参考程度のトレンド情報です。 

詳細情報に関しては、各認証機関と直接にお問い合わせてくださいませ。 

 

２）注意： 

本情報のコピー使用、転載等禁じます。 

 

                                         金辰電子(株) 

 


